
「国家戦略特区」における
自動走行の取組み
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・ 公道400mを⾛⾏
・ ⼀般モニター62⼈が試乗

11⽉13⽇3⽉27⽇2⽉29⽇〜3⽉11⽇

・ 公道2.4kmを⾛⾏
・ ロボットタクシー⾞両
・ ⼀般モニター51⼈が乗⾞

・ 旧荒浜⼩学校の校庭を周回

自動走行

＜レベル３＞
住居と商業施設間を送迎

＜レベル４＞全国初
公道での無⼈バス⾛⾏

＜レベル４＞
⼩学校校庭での実証実験
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第26回国家戦略特別区域諮問会議（平成28年12日12日開催） 資料２
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第25回 国家戦略特別区域諮問会議 （平成28年11月9日）

有識者議員提出資料（抜粋）
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第26回国家戦略特別区域諮問会議
（平成28年12日12日開催）
南場(株)ディー・エヌ・エー取締役会長提出資料
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第26回 国家戦略特別区域諮問会議 （平成28年12月12日）

有識者議員提出資料（抜粋）
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第26回 国家戦略特別区域諮問会議 （平成28年12月12日）

有識者議員提出資料（抜粋）



○ 本日の会議で、「農業の外国人材の就労」や「小規模保育所での５歳児までの
受入れ」を、特区のメニューに加えることを決定しました。

○ 黒岩神奈川県知事は、これまでいくつもの新しいメニューによる事業を具体化し
てこられました。今日は、保育士不足の解消に向けた新たな具体策を御提案いただ
きました。

今後もこの会議で、熱意あふれる自治体や事業者の皆さんからの意見に耳を傾
け、次期通常国会に提出予定の改正法案に、多くの規制改革メニューを盛り込んで
まいります。

○ ディー・エヌ・エーの南場会長からは、完全自動走行の実現に向けた、特区での
取組や課題について、お話を伺いました。

我が国発のイノベーションが、運転者の負担を軽減し、地域の人手不足や高齢者
事故の解消につながると、改めて確信いたしました。

○ 国家戦略特区を更に一歩進め、自動走行やドローンなどの近未来技術の実証

実験が、一層スムーズに、またスピーディに行えるよう、安全性を確保しつつ、手続
を抜本的に簡素化する仕組みを直ちに検討してまいります。

安倍総理挨拶（指示） 【平成２８年１２月１２日 第２６回・国家戦略特別区域諮問会議】
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